
介護離職防止に関する取組について

2024年２月５日

大成建設株式会社
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2024年2月1日-5日 労働政策フォーラム「仕事と介護の両立─介護離職ゼロに向けた課題─」配布資料 



① 上司（男性管理職）研修
   ・無意識の偏見への対処
 ・心理的安全性確保の重要性を学ぶ

 
② 家庭への働きかけ
・配偶者から両立への理解と協力を得る

    ・家庭内の役割分担体制づくりを支援

③ 男性の育児支援
    ・両立して働く社員への理解と協力を得る
・男性育休100％取得の推進

④ 介護離職の防止
・両立して働く社員への理解と協力を得る
・利用しやすい制度や環境の整備

大成建設のDE&IとWLBに関する取組について

20212022 20222006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

女性活躍推
進に対する
男女の意識
調査を実施

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ・
WLB推進

決定

専門組織設置
具体的施策

に着手

2024年25％
2030年30％

男性が多い組織において、
女性活躍を推進するには

男性自身を変えていかなければならない 男性を巻き込む取組に注力する

２介護離職防止

夫婦で参加する
両立支援ｾﾐﾅｰ

女性を部下に持つ男性管理職研修

女性管理職
目標設定

男性育休
取得100％
目標設定

「介護」は男女ともに
両立意識啓発に有効と認識

2021年に「2030年15％以上」と上方修正 （2023年4月現在11.0％）

２8

  Equity
（公平・公正性）

女性
採用
目標
設定ｖ男女間の

格差の解消 ｖ
女性

健康課題
不妊

治療支援

2017年に「2025年400名」と上方修正 （2022年7月現在314人）

2017年度以降100％取得継続

女性技術者
目標設定

・男性を巻き込む取組

・数値目標

（右下④）

（右下②）

（右下①）

（右下③）

指導的役割に就く
人材を
増やす

1.基幹職
女性社員増加

2.職域拡大

3.能力開発
支援

4.継続就業
支援

5.風土
（意識）改革
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2006 2010 2011 2012

取組を始めた経緯

2007

介護離職防止開始

【介護のしおり、ケアマネ用リーフレット作成】

【介護セミナー開始】

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ・
WLB推進

決定

女性社員へ
将来のキャリアに対する

ヒアリングを実施

女性社員の活躍を阻む
職場問題の改善活動を実施

（男性も参加）
（2007～2008年）

介護に対する不安あり 男性からも
介護に対する不安あり

（2008～2010年）

介護に関し会社がすべきことは何か？

専門組織設置
具体的施策

に着手
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介護は個別性が高いため全ての対象者に
その事情に応じた支援を行うことは難しい

介護に関し会社がすべきことは何か？

・関わり方が人によって違う
・ケースによって関わる期間が違う

介護に専念することを
支援するのではない

仕事と介護の両立を支援

取組方針と施策の決定

情報提供に注力
「事前の心構え」「お互い様意識の醸成」

①両立支援関連書類の
作成＆配付

・介護のしおり
・ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ提出用

ﾘｰﾌﾚｯﾄ

②介護セミナーの実施
・要望の多いﾃｰﾏ
・休日開催、家族参加、

ｵﾝﾗｲﾝ

③相談体制の整備
・複数設置
・相談会の実施
・介護ｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（心的負担の
軽減）

（３者面談）
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情報提供①【ケアマネージャー提出用リーフレット】
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・いつまで続くのか
・いくらお金がかかるのか
・仕事を続けられるのか
・誰にも介護の可能性あり

【介護セミナー参加者】
・延べ参加者 2,720名（2010年～）
・男性社員の関心も高い

「事前の心構え」「お互い様意識の醸成」

参加者の満足度は非常に高い

・「セミナーに参加し、身近な同僚も両立している
ことを知り、不安が和らいだ。」

・「家族と話し合うきっかけとなった」

１. 目 的

３. 参加者を増やす工夫

介護に対する不安の解消
２. テーマ

参加できない社員対応

保険
制度

関心を高める施策
・家族にも案内（DM）
・親族の参加も可
・休日開催
・オンライン配信
・出張セミナー実施 → 現場作業員の参加も可

・体験型VR
・介護経験者との交流
・介護以外の興味を引

くテーマでアプローチ

施設

認知症

遠距離
介護

４. 参加者の反応

情報提供②【介護セミナー】

老後
不安
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・専門性の高い相談への対応
・社内では話にくい相談への対応
・悩みを受け止める

１. 目 的

３. 連絡先周知の工夫

心的負担の軽減
２. 複数の窓口

・40歳になった社員に「介護のしおり」配付
・管理職研修で伝達
・携帯カードの配付

・「主たる介護者に対する不満」
・「親族からの指摘に対する不安」

安心カード介護のための

介護休暇

リバ休暇

介護休業

短時間勤務

〇介護支援制度

要介護1名に対して180日取得できます。

要介護者1名に対して3年間利用できます。

要介護者1名に対して年10日（2名以上の場合は年15日）取
得できます。時間単位もOK。

1週間以上もしくは月1回以上定期的に休む場合、最大80日
取得できます。

介護が気になり始めたら、
もしもに備えてこのカードを携帯しましょう。

人事部
人材いきいき

推進室

〇介護の相談先
制度の活用方法や職場での悩みがあれば、
気軽に相談してください。
TEL:〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇〇〇
MAIL：〇〇〇＠〇〇〇.〇〇〇.〇〇.〇〇

自治体の高齢者よろず相談窓口。介護・福
祉・医療の資格をもった専門職がいる。相
談内容に応じた適切な期間との連携により、
多面的な支援を受けられます。

NPO法人
海を越える
ケアの手

地位包括
支援センター

会社提携の介護支援団体。介護・福祉・医
療の資格を持った専門職がいる。介護にま
つわるあらゆる悩みを相談できます。
TEL:〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇〇〇
MAIL：〇〇〇＠〇〇〇.〇〇〇.〇〇.〇〇

ウラ表

産業医

EAP

社外
組織

社員 上司

人事
担当者

情報提供③【相談体制の整備】

介護サポートプログラム
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8

介護をするあなたが、働き方の調整や
両立支援制度の利用について上司と
打ち合わせをする際に、人事担当者が
参加してアドバイスを行います。

情報収集しよう

 会社の制度を調べる

 介護セミナーに参加する

 会社の相談窓口を調べる

 

介護が始まったときに慌てるのではなく、介護の段階に応じてあなたが何をすべきか流れを理解しておきましょう。

 介護保険・介護サービスを調べる

 地域包括支援センターなどの地域の

  相談窓口を調べる

 親の状況を確認し家族や親族で

  話し合う

調べよう・話し合おう

家
庭

会
社

報告しよう

 上司に状況を報告し当面の働き

方を調整する

 介護サポートプログラムを活用

する

 必要に応じて両立支援制度を利

用する

両立方法を話し合おう

 上司・同僚と介護の状況を共有

し両立について話し合う

 必要に応じて両立支援制度を利

用する

 介護相談窓口で悩みや課題を相

談する

緊急の対応に備えよう

 緊急時や状況の変化に備え上

司・同僚と仕事を連携する

 介護状況の変化を上司・同僚に

共有する   

 有効に両立支援制度を利用する  

次の一手を考えよう

 新たな地域サービスを調べる

 施設入居や施設変更に備える

 介護のストレス、不安、負担の

軽減を図る

両立方法を模索しよう

 両立しやすいように介護サービ

スを見直す

 ケアマネージャーに相談する

 家族や親族と役割を調整する

まだ介護体制が定まらない時期です。あ

なたが介護をするのではなくプロの手を

上手く活用しながら、仕事と両立できる

介護プランと介護チームを作りましょう。

介護体制が整い、両立のペースがつかめる時期

です。急な対応にも備え、日頃から家族、ケア

マネージャー、そして職場とのコミュニケー

ションを大切にしましょう。

準備期 初動期（約１ヶ月） 両立期

介護保険の申請や家族間の調整、

入院対応など慌しい時期です。職

場に介護の開始を伝え、当面の働

き方を検討しましょう。

仕事と両立するための

３つのポイント

「一人で抱え込まない」

１．職場に介護をしていることを
伝える

２．ケアマネージャーと打合せを
する際には、自分の働き方も
伝える

３．介護保険サービスや会社制度
をを上手に利用し、自分の時
間を確保する

介護サポートプログラム 介護セミナー 介護相談会

 地域包括支援センターに行く

 介護保険を申請する

 ケアマネージャーを探す

 ケアプランを作成する

地域包括支援センターに行こう

まず会社に報告

介護
事由の
発生

あなた

人事上司

面談

調整期（約３ヶ月）

介護保険サービスの利用

脳卒中や骨折など予期せぬ事態か

ら始まることも多い介護。少しず

つ準備を始めましょう。 ３

1

2

P.５～P.6 P.7～P.10

＜住環境の整備も重要＞

・在宅、入所、転院？

・住宅改修をするなら専門家（理学

療法士やケアマネージャーなど）

にアドバイスをもらいましょう！

介護保険を使える場合もあります。

- 4 -

情報提供③ 【介護サポートプログラム】

・上司向けの研修にて周知
上司としての役割を周知

・人事担当者向け「介護離職防止アドバイザー研修」実施
「介護サポートプログラム」を円滑に運営するため、相談窓口である人事担当者の知識を深める。



「プライベートな事は
聞きにくい」

「自分の事を話しても
いいのだろうか？」

ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 職場の上司
「プライベートな
事は聞きにくい」

「プライベートな事は
話しにくい、話たくない」
「話すメリットがない」

「職場に介護をしている
ことを伝える」

社員（介護する人）

介護離職防止のキーパーソン

社員（介護者）が一人で抱え込み精神的・身体的に疲弊しないようにする

①職場に介護をしていることを伝える
②ケアマネージャーと打合せをする際には、自分の働き方も伝える
③介護保険サービスや会社制度を上手に利用し、自分の時間を確保する

上記の実行できるように職位者の介護への理解を高める

【介護離職防止のポイント 】

【課題】
働き方の
情報共有
がされに
くい傾向

【課題】
介護情報が
共有され

にくい傾向

１）部下が安心して相談できる
職場作り（心理的安全性の確保）

２）ケアマネと打合せする際には、
自分の働き方も伝えるように
部下に働きかける

「ケアマネージャーと
打合せをする際には、
自分の働き方も伝える」

①

（個人向けに上記ポイントを伝えているが、介護に直面するまで自分事として意識されない傾向があるため）

上司が業務として行うこと②
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男女別介護休暇取得者状況

各種支援制度の利用状況（介護休暇）

管理職取得者の増加

様々な職場への広がり
取得者の増加（60歳以上も） 取得に対する抵抗感の減
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最新の取組について

① 介護する社員への理解を深める風土の醸成
・トップメッセージを発信し、本気で介護支援に取り組んでいることを社員に伝える。
・必要な情報を提供し、本人の「事前の心構え」、上司の意識啓発、社員同士の「お互い

様意識の醸成」を図る。（継続）
※介護者や介護セミナー参加者からは、「介護している社員への理解が深まる」ことを求

める声が多い。
② 介護支援制度の更なる充実（2024年1月～）

・介護休暇（現在年間10日、2人以上15日）⇒ 年間15日（2人以上20日）に拡充

・ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制度 ⇒ 介護を理由とした利用も可能とする

③ 専門工事業者への支援

・専門工事業者の経営者を対象とした介護セミナーの実施

※建設技能者の減少と高齢化への対策→介護離職防止を図る（サプライチェーンを守る）
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具体的施策について

トップメッセージ
「仕事と介護の両立を支援」する

１．制度化

３．情報提供

２．相談窓口の設置

・明文化
・最新のものに更新

・厚労省や自治体が作成
したツール等配布

・人事担当者など
（働き方のアドバイスができる社員）

※動画ビデオもあり
（リーフレット、ちらし）

「家族の介護を頑張っている社員の皆さんが、仕事を辞めずに継続できる環境を整
えることは会社の責務です。私は常々、幸福な人生につながる働き方をしてほしい、
と伝えてきました。親御さんはもちろん、配偶者、お子さん･･･大切な家族の介護
もまた人生の一部です。皆さん一人ひとりがいきいきと働き、かつ介護もしっかり
全うできるよう、今後も力強く取組を進めていきます。」 社長 相川 善郎

【大成建設の例】
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厚生労働省作成の介護離職防止ツール

ホーム > 政策について > 分野別の政策一覧 > 雇用・労働 > 雇用環境・均等 > 仕事と介護の両立 ～介護離職を防ぐために～> 仕事と介護の両立支援 ～両立に
向けての具体的ツール～

仕事と介護の両立支援 ～両立に向けての具体的ツール～
☆まずはぜひこちらをご覧ください。

 → 【１】仕事と介護の両立支援ガイド（企業向け）

☆職場における、仕事と介護の両立支援について、動画でご案内しています！
企業の人事労務担当者向け、管理職向け、社員向けの３種類があります。
社内の研修用動画としてもぜひご利用ください。（ご利用にあたっては利用規約をご参照ください。）

【7】「従業員から介護に関する相談を
受けた際に対応すべきこと」
チェックリスト

【8】「ケアマネージャーに相談する際
に確認しておくべきこと」チェックリスト

【5】「仕事と介護の両立支援ガイド」

※以下のツールは、厚生労働省ホームページからダウンロードできます。
ホーム > 政策について > 分野別の政策一覧 > 雇用・労働 > 雇用環境・均等 > 仕事と介護の両立 > 仕事と介護の両立支援 ～両立に向けての具体的ツール～

「企業における仕事と介護の
両立支援実践マニュアル」

「『介護支援プラン』策定
マニュアル」
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